
番
号

基本施策 指標の内容 指標把握の考え方 計画策定時の実績 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

1
多様な自然環境の
体系的な保全

植生の相対自然
度

環境省実施の「自然環境保
全基礎調査」等をもとにメッ
シュごとの相対自然度を算
出し、自然度ごとのメッシュ
数および相対自然度平均値
を把握する

(Ｈ7)
相対自然度10,9：3メッシュ／8，
7，6：240メッシュ／5，4：64メッ
シュ／3，2：71メッシュ、
相対自然度メッシュ平均値：
5．70

(Ｓ49)
相対自然度メッシュ平均値：6．78

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.8%
森林；68.2%
宅地・道路；14.3%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.8%
森林；67.5%
宅地・道路；14.6%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.7%
森林；67.4%
宅地・道路；13.6%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.7%
森林；67.3%
宅地・道路；14.7%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.6%
森林；67.2%
宅地・道路；14.9%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.5%
森林；66.9%
宅地・道路；14.8%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.8%
森林；67.6%
宅地・道路；14.0%
（新大津市）

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.7%
森林；67.6%
宅地・道路；14.3%

調査していない

1
多様な自然環境の
体系的な保全

緑被率

環境省実施の「自然環境保
全基礎調査」等をもとに市
全域緑被率および市街化区
域緑比率を把握する

(Ｈ7)
大津市全域緑被率：約78％
市街化区域緑被率：約30％

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林・農用地；75.0%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林・農用地；74.3%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林・農用地；74.1%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林・農用地；74.0%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林・農用地；73.8%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林・農用地；73.4%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林・農用地；74.4%(新大津市）

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林・農用地；74.3%

調査していない

2
生物の多様性の確
保

身近な生き物生息
状況

インターネットによる情報収
集の実施有無を把握する

(Ｈ10)
ホタル、ヨシユスリカ、赤とん
ぼ、水辺の鳥、タンポポ、ツバ
メ、魚、サクラ、身近な鳥、セミ

たんぽぽの調査 ホタルの調査 ミミズの調査 どんぐりの調査
「ドングリ調査」をもとに結果報告
書と地図を作成、希望者に配付

Ｗｅｂ版「かんきょう宝箱」により身
近な生き物生息状況を含めた環
境情報の収集･提供を開始

●身近な生き物　１３項目・その
他２項目（累計）
●Ｗｅｂ版「かんきょう宝箱」により
身近な生き物生息状況を含めた
環境情報を収集･提供

●身近な生き物　１４項目・その
他１項目（累計）
●Ｗｅｂ版「かんきょう宝箱」により
身近な生き物生息状況を含めた
環境情報を収集･提供

●身近な生き物　１４項目・その
他１項目（累計）
●Ｗｅｂ版「かんきょう宝箱」により
身近な生き物生息状況を含めた
環境情報を収集･提供

2
生物の多様性の確
保

希少動植物の生
息状況

「滋賀県で大切にすべき野
生生物」または、別途調査
結果をもとに、希少種動植
物数を把握する

(Ｈ7)植物　45種
(Ｈ8)哺乳類10種、
      両生類6種、昆虫類46種

調査していない

絶滅危惧種　　50種
内：植物　　17種
　：哺乳類　　9種
　：両生類　　1種
　：昆虫類　11種

調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない

3
ビオトープの保全と
創造

ビオトープ整備数

関係課が実施するビオトー
プの再生または整備の累積
数を把握する
（ビオトープの定義は基本計
画P41の図とする）

(Ｈ10)
[河川等]-堅田湖内、横田川、
            千丈川
[公園]瀬田公園、月輪大池、
        一里山公園
 [ため池]平野古池
 [学校]逢坂小学校
【計８箇所】

[河川等]-殿田川、盛越川
[公園]堅田内湖公園
[学校]富士見小学校

【計１１箇所】
　　　　　　‥当年度整備：３箇所

[ため池]下仰木地区、神領新池
[学校]富士見小学校

【計１３箇所】
　　　　　　‥当年度整備：２箇所

〔ため池〕秋葉台鶴池
〔公園〕堅田内湖、瀬田公園
〔昆虫類の保護〕仰木地域

【計１４箇所】
　　　　　　‥当年度整備：１箇所

〔ため池〕山田大池
〔公園〕堅田内湖、瀬田公園
〔昆虫類の保護〕仰木地域
〔学校〕伊香立小学校
【計１５箇所】
　　　　　　‥当年度整備：1箇所

山田大池については、平成14年度
15年度２ヵ年で整備

〔ため池〕秋葉台新池・宮の前下池
〔地域〕　伊香立南庄地区

【計１９箇所】
　　　　　　‥当年度整備：４箇所

〔昆虫類の保護〕仰木地域
〔学校〕   膳所小学校

 【計２０箇所】
　　　　　　‥当年度整備：１箇所

仰木地域はＨ16年度はため池の点
検・補修・維持管理を実施

【計２０箇所】

〔学校〕   真野中学校

【計２１箇所】
　　　　　　‥当年度整備：１箇所

【計２１箇所】

4
自然とのふれあい
の推進

自然とふれあう活
動参加者数

関係課実施の自然観察会
の開催数、参加延べ人数を
把握する

(Ｈ9)２回８０人(Ｈ10)１回４３人 ２回　９０人 ３回　９０人 ３回　１４２人 ２回　８６人 ３回　７３人
２回　　３５人(夏の観察会は台風
のため中止）

２回　６２人 ２回　７６人 ２回　６７人

4
自然とのふれあい
の推進

市民農園等の数と
面積

市民農園の箇所数、面積、
区画数を把握する

(Ｈ10)
滋賀里他10箇所
１４，０３２㎡,　４３９区画

滋賀里他7箇所
１２，５６７㎡,　３８８区画

滋賀里他8箇所
１３，３０７㎡,　４１５区画

滋賀里他9箇所
１５，１５７㎡,　４７６区画

滋賀里他9箇所
１５，１５７㎡,　４７６区画

滋賀里他11箇所
１６，５５０㎡,　５３１区画

滋賀里他11箇所
１６，５５０㎡,　５３１区画

滋賀里他11箇所
１６，５５０㎡,　　　５３4区画

滋賀里他9箇所
１２，３０１㎡,　　　３９４区画

滋賀里他9箇所
１４，７８６㎡,　　　４４４区画

5
環境に配慮した土
地利用の推進

用途別土地利用
の面積

土地利用現況把握調査（国
土法に基づく全国調査）に
基づく調査結果に基づき、
「農用地・森林・水面・道路・
宅地・その他」の区分ごとの
割合を把握する　※

(H８)
農地　　   2,146ha
森林　 　20,403ha
原野　　　　　14ha
水面　　　　772ha
宅地　　  2,849ha
道路　 　 1,252ha
その他 　2,793ha

調査していない
(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.8%
森林；68.2%
水面；2.5%
道路；4.4%
宅地；9.9%
他；8.1%

調査していない
(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.8%
森林；67.5%
水面；2.6%
道路；4.6%
宅地；10.0%
他；8.7%

調査していない
(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.7%
森林；67.4%
水面；2.6%
道路；4.6%
宅地；9.0%
他；9.7%

調査していない
(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.7%
森林；67.3%
水面；2.6%
道路；4.7%
宅地；10.1%
他；8.7%

調査していない
(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.6%
森林；67.2%
水面；2.6%
道路；4.8%
宅地；10.1%
他；8.7%

調査していない
(参考；土地利用現況把握調査)
農用地；6.5%
森林；66.9%
水面；2.6%
道路；4.7%
宅地；10.1%
他；9.2%

（新大津市；旧志賀町含むデー
タ）
農用地；6.8%
森林；67.6%
水面；2.4%
道路；4.5%
宅地；9.5%
他；9.2%

農用地；6.7%
森林；67.6%
水面；2.2%
道路；4.9%
宅地；9.5%
他；9.1%

集計中

6 ごみ減量の推進
ごみ減量・ﾘｻｲｸﾙ
量

市民が行うごみ減量・リサイ
クル量 （集 団資 源回 収量
（新聞・雑誌・ダンボール）
＋牛乳パック回収量）およ
び市が行なうごみ減量・リサ
イクル量（資源物として市民
が分別した廃棄物（かん・び
ん・ペットボトル・その他プラ
スチック・大型ごみ）の市の
受け入れ・選別後の資源化
量＋刈草剪定枝搬入量）の
年間値を把握する

(Ｈ10)
市民リサイクル量　　11，354ｔ
市リサイクル量　　　　3，688ｔ
　　　　　　　　　　計　15，042ｔ

市民リサイクル量　　10，628ｔ
市リサイクル量　　　　4，161ｔ
               　　 計　14，789ｔ

市民リサイクル量　　10，319ｔ
市リサイクル量　　　　4，429ｔ
                計　　　14，748ｔ

市民リサイクル量　　11,257ｔ
市リサイクル量　　　　3,831ｔ
                    計　15,088ｔ

市民リサイクル量　　11,990ｔ
市リサイクル量　　　　3,761ｔ
                 計　　　15,751ｔ

市民リサイクル量　11,981ｔ
市リサイクル量　　　3,446ｔ
　　　　　　　　計　　15,427ｔ

市民リサイクル量　12,459ｔ
市リサイクル量　　 　4,528ｔ
　　　　　　　計　　　 16,987ｔ

市民リサイクル量　12,620ｔ
市リサイクル量　　 　4,620ｔ
　　　　　　　計　　　 17,240ｔ

市民リサイクル量　13,642ｔ
市リサイクル量　　 　5,376ｔ
　　　　　　　計　　　 19,018ｔ

市民リサイクル量　14,075ｔ
市リサイクル量　　 　6,139ｔ
　　　　　　　計　　　 20,214ｔ

6 ごみ減量の推進
1人1日あたりごみ
排出量及び処分
量

市施設に搬入されたごみ排
出量（事業系を含む）および
埋立処分量の1人1日あたり
の値を把握する

(Ｈ10)
１人１日あたりのごみ排出量
　　　　　　　　1，084ｇ/人・日
１人１日あたりの処分量
　　　　　　　　1，049ｇ/人・日

１人１日あたりのごみ排出量
　　　　　　　    　1,166ｇ/人・日
１人１日あたりの処分量
　　　　　　    　　1,053ｇ/人・日

１人１日あたりのごみ排出量
　　　　　    　　　1,207ｇ/人・日
１人１日あたりの処分量
　　　　　　    　　1,089ｇ/人・日

１人１日あたりのごみ排出量
　　　　　　    　　1,132ｇ/人・日
１人１日あたりの処分量
　　　　　　　    　1,015ｇ/人・日

１人１日あたりのごみ排出量
　　　　　　　　    1,146ｇ/人・日
１人１日あたりの処分量
　　　　　　　　    1,010ｇ/人・日

１人１日あたりのごみ排出量
　　　　　　　    　1,155ｇ/人・日
１人１日あたりの処分量
　　　　    　　　　1,009ｇ/人・日

１人１日あたりのごみ排出量
　　　　　　  　  　1,136ｇ/人・日
１人１日あたりの処分量
　　　　 　 　　　　　986ｇ/人・日

１人１日あたりのごみ排出量
　　　　　　　　    1,111ｇ/人・日
１人１日あたりの処分量
　　　　　　　　　　  962ｇ/人・日

１人１日あたりのごみ排出量
　　　　　　　　    1,095ｇ/人・日
１人１日あたりの処分量
　　　　　　　　　　  949ｇ/人・日

１人１日あたりのごみ排出量
　　　　　　　　    1,066ｇ/人・日
１人１日あたりの処分量
　　　　　　　　　　  899ｇ/人・日

7
省資源･省エﾈﾙｷﾞｰ
の推進

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量

大津市統計年鑑等から用
途別エネルギー使用量（電
気･ガス･ガソリン）の年間値
を把握する

(Ｈ11)
年間エネルギー消費量

　　　　　　　　　　　１２,８６９×106

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MJ)

年間エネルギー消費量

　　　　　　　　　　　１２,８６９×106

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MJ)

年間エネルギー消費量

　　　　　　　　　　　10,０６８×106

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MJ)

年間エネルギー消費量

　　　　　　　　　　１０,０１２×106

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MJ)

　　年間エネルギー消費量

　　　　　　　　　　　１０,２２０×106

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MJ)

年間エネルギー消費量

　　　　　　　　　　１１,０２５×106

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MJ)

年間エネルギー消費量

　　　　　　　　　　１２,３６７×106

　　　　　　　　　　　　　　　　(MJ)

年間エネルギー消費量

　　　　　　　　　　　１３，７０９×106

　　　　　　　　　　　　(MJ)

年間エネルギー消費量

　　　　　　　　　　　１４，５２７×106

　　　　　　　　　　　　(MJ)

年間エネルギー消費量

　　　　　　　集計中

「指標把握の考え方」欄の「※」は平成１８年度とそれ以前とは把握方法や把握対象が異なっている。

９　　大津市の環境施策推進状況　
大津市環境基本計画における基本施策の推進状況



番
号

基本施策 指標の内容 指標把握の考え方 計画策定時の実績 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

8
環境への負荷の少
ない都市基盤づくり
の推進

自転車駐車場駐
車可能台数及び
利用実績

市整備（道路管理課）の有
料・無料の自転車駐車場の
利用可能台数、並びに有料
の自転車駐車場の年間利
用実績を把握する

(Ｈ10)
自転車駐車可能台数12，680台
(自転車8，413台、バイク2，985
台、
一時預かり1，282台)
　
年間利用台数1，929千台

自転車駐車可能台数13，010台
(自転車8，626台、バイク3，073台、
一時預かり1，311台)
　
年間利用台数3，355千台

自転車駐車可能台数13，010台
(自転車8，626台、バイク3，073台、
一時預かり1，311台)
　
年間利用台数4，246千台

自転車駐車可能台数13，202台
(自転車8，803台、バイク3，088台、
一時預かり1，311台)
　
年間利用台数3,815千台

自転車駐車可能台数13,278台
(自転車8，879台、バイク3，073台、
一時預かり1，311台)
　
年間利用台数3,791千台

自転車駐車可能台数13,278台
(自転車8，879台、バイク3，073台、
一時預かり1，311台)
　
年間利用台数3,858千台

自転車駐車可能台数13,418台
(自転車9，019台、バイク3，088台、
一時預かり1，311台)
　
年間利用台数3,842千台

自転車駐車可能台数13,418台
(自転車  9，019台、バイク  3，088
台、
一時預かり  1，311台)
　
年間利用台数  3,826千台

自転車駐車可能台数15,518台
(自転車  11,154台、バイク  3，045
台、
一時預かり  1，319台)
　
年間利用台数  3,772千台

自転車駐車可能台数15,518台
(自転車  11,154台、バイク  3，045
台、
一時預かり  1，319台)
　
年間利用台数  3,787千台

8
環境への負荷の少
ない都市基盤づくり
の推進

公共交通機関利
用者数

JR全駅・京阪一部駅（坂本・
近江神宮前・浜大津・京阪
膳所・京阪石山・石山寺）の
年間乗車人数を把握する

(Ｈ10)
ＪＲ　　　　３７，１０６千人
京阪電車(坂本・近江神宮前・浜
大津・京阪膳所・京阪石山・石
山寺）　　６，００４，７３９人

ＪＲ　　　　３６，４２３千人
京阪電車（坂本・近江神宮前・浜
大津・京阪膳所・京阪石山・石
山寺）　　　５，６４１，８０３人

ＪＲ　　　　３６，２８７千人
京阪電車(坂本・近江神宮前・浜
大津・京阪膳所・京阪石山・石
山寺）　　　５，４８０，３８１人

ＪＲ　　　　３６，２４２千人
京阪電車(坂本・近江神宮前・浜
大津・京阪膳所・京阪石山・石
山寺）　　　５，３５６，５１３人

ＪＲ　　　　３５，９８０千人
京阪電車(坂本・近江神宮前・浜
大津・京阪膳所・京阪石山・石
山寺）　　　４，８０７，７８０人

ＪＲ　　　　３６，２５２千人
京阪電車(坂本・近江神宮前・浜
大津・京阪膳所・京阪石山・石
山寺）　  　 ４,，９６９，４７５　人

ＪＲ　　　　３６，４０４千人
京阪電車(坂本・近江神宮前・浜
大津・京阪膳所・京阪石山・石
山寺）　　　　　　　　－

ＪＲ　　　　４０，７９１千人
京阪電車(坂本・近江神宮前・浜
大津・京阪膳所・京阪石山・石
山寺）　　　　　４，９１５，４５５人

ＪＲ　　　　４１，４６８千人
京阪電車(坂本・近江神宮前・浜
大津・京阪膳所・京阪石山・石
山寺）　　　　　４，８３２，９６５人

ＪＲ　　　　４１，９３７千人
京阪電車(坂本・近江神宮前・浜
大津・京阪膳所・京阪石山・石
山寺）　　　　　集計中

8
環境への負荷の少
ない都市基盤づくり
の推進

都市計画道路整
備率

計画決定をしている道路延
長に対する概整済み及び整
備済み道路延長の割合を
把握する

(Ｈ9.3)　　約４０％
(Ｈ11.3)　　約４３．７％ （同左） （Ｈ13.3）　　４３．７５％ （Ｈ14.3）　　４４．１９％ （Ｈ16.6）　　４４．２２％ （Ｈ17.3）　　４４．５２％ （Ｈ18.3）　　４４．５２％ （Ｈ19.3）　　４５．２２％ （Ｈ20.3）　　４５．５４％

9
水循環の保全と創
造

森林面積

土地利用現況把握調査（国
土法に基づく全国調査）に
基づく調査結果より森林面
積を把握する　※

(Ｈ8)
森林面積　20,403ha（ 68.36%）

(H11)
森林面積　20.630ha（68.23%）

森林面積　　20,630ha(68.23%）

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林；67.5%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林；67.4%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林；67.3%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林；67.2%

調査していない

(参考；土地利用現況把握調査)
森林；66.9%

（旧志賀町域含むデータ）

森林　　67.6%
森林　　67.6% 集計中

9
水循環の保全と創
造

1人1日あたり水道
使用量

年間の家庭用給水量および
給水人口から１人１日あた
り水道使用量を把握する

(Ｈ10)
1人1日あたり水道使用量
　　　　　２７９リットル／人・日

1人1日あたり水道使用量
　　　　　２７７リットル／人・日

1人1日あたり水道使用量
　　　　　２７７リットル／人・日

1人1日あたり水道使用量
　　　　　２７２リットル／人・日

1人1日あたり水道使用量
　　　　　２７０リットル／人・日

1人1日あたり水道使用量
　　　　　２６４リットル／人・日

1人1日あたり水道使用量
　　　　　２６６リットル／人・日

1人1日あたり水道使用量
　　　　　２６５リットル／人・日

1人1日あたり水道使用量
　　　　　２６２リットル／人・日

1人1日あたり水道使用量
　　　　　２６１リットル／人・日

10 地球温暖化の防止
二酸化炭素排出
量

環境省ガイドラインに従い、
市域の年間ＣＯ２全排出量
および一人あたりの排出量
を把握する

（Ｈ７）
大津市全体二酸化炭素排出量
1，５６９千トン－ＣＯ2

、

市民一人あたり5.63トン－ＣＯ2

調査していない
大津市全体二酸化炭素排出量
1，６２７千トン－ＣＯ2

、

市民一人あたり5.61トン－ＣＯ2

調査していない 調査していない 調査していない 調査していない

大津市全体二酸化炭素排出量
　　　　　　1，６１３千トン－ＣＯ2

、

市民一人あたり
                  ５.３０トン－ＣＯ2

調査していない 調査していない

11 オゾン層の保護
フロン回収量(処理
台数)

１年間にフロン回収・破壊を
行った廃冷蔵庫および廃エ
アコンの台数を把握する

(Ｈ10)
廃冷蔵庫処理台数   2,562台
廃エアコン処理台数    356台

廃冷蔵庫処理台数   2,327台
廃エアコン処理台数    454台

廃冷蔵庫処理台数  3,143台
廃エアコン処理台数   893台

廃冷蔵庫処理台数   463台
廃エアコン処理台数  315台

廃冷蔵庫処理台数   34台
廃エアコン処理台数  11台

廃冷蔵庫処理台数   45台
廃エアコン処理台数   3台

廃冷蔵庫処理台数  15台
廃エアコン処理台数  1台

廃冷蔵庫処理台数  　　８台
廃エアコン処理台数　２３台

廃冷蔵庫処理台数  　　５台
廃エアコン処理台数　　０台

廃冷蔵庫処理台数  　　０台
廃エアコン処理台数　　０台

12
その他地球環境問
題の取り組み

窒素酸化物、硫黄
酸化物総排出量

大気汚染物質排出量総合
調査結果により、大気汚染
防止法に基づく工場･事業
場からのNOx、SOx排出量
総量の年間値を把握する

(Ｈ8)
ＮＯx:608,540.4? /年、
ＳＯ2:515,983.9? /年

調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない

13
地球的なパートナー
シップの推進

国際的情報交換
等参加者数

市内で１年間に開催された
国際会議、講演会、イベント
等の開催数、参加者数を把
握する

(Ｈ10.10)
｢第7回世界地方都市十字路会
議｣開催

該当なし

平成12年4月7～9日大津市にお
いてアジアで初めての｢Ｇ8環境大
臣会合｣が開催された(会合参加
者は７４名)。この会合に合わせ
て、プレ事業、歓迎事業の参加者
は５,３６６人

平成13年１１月１１日～１６日にかけ
て大津市において｢世界湖沼会議｣
が開催され、77の国と地域の研究
者や市民、行政約２，０００名が湖
沼の環境問題の解決を目指して大
津で研究成果の発表や意見交換が
行なわれました。また会場において
は、大津インフォメーションセンター
が設置され１日平均３００名が利用
市内の観光案内や市の環境政策等
を紹介しました。

第3回世界水フォーラム（2003.3.16
～3.23）滋賀・京都・大阪を結んで開
催
大津での開催日（3.20、3.21）
・Ｏ2水の民話村には、2,500人の外
国からの参加者
・3コース設けられたエクスカーション
には、20ヶ国47名の参加
・第3回世界水フォーラム記念事業
シンポジューム｢世界湖都会議｣を
開催し姉妹都市ランシングの大学
教授がパネラーとして参加

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

14
環境汚染の未然防
止

公害苦情総件数
環境分野別の苦情の全件
数および典型7公害件数を
把握する

(Ｈ10)
典型７公害　  97件
        　　  合計　185件

典型７公害　  92件
       　　　    合計184件

典型７公害    122件
            　　　　合計219件

典型７公害　  95件
         　　　　 合計182件

典型７公害　 94件
  　　     　　  合計208件

典型７公害 　100件
        　　  　　 合計182件

典型７公害　81件
       　　　　 合計198件

典型７公害　　121件
      　　　　  合計　254件

典型７公害　　192件
      　　　　  合計　324件

典型７公害　　120件
      　　　　  合計　232件

14
環境汚染の未然防
止

ＩＳＯ14001認証取
得事業者数

(財)日本適合性認定協会資
料より、所在地が大津市の
事業所件数を把握する

(Ｈ11.1)

大津市内7件

(Ｈ12.3)

大津市内7件(累計14件)

(Ｈ13.3)

大津市内10件(累計24件)

(Ｈ14.3)

大津市内11件(累計35件)

(Ｈ15.2)

大津市内12件(累計47件)

(Ｈ15.2)

大津市内12件(累計47件)

（Ｈ17．5末）
　
大津市内29件(累計７6件)

（Ｈ1８．６末）
　
大津市内取得事業数　　８４件
※日本規格協会HPより

（H１９.５末）

大津市内取得事業数　　累計６３
件
※日本適合性認定協会HPより

（H２０.５末）

大津市内取得事業数　　累計６３
件
※日本適合性認定協会HPより

15 大気環境の保全
大気汚染物質濃
度

大気環境常時監視調査結
果より、調査項目別の測定
局数および環境基準不適合
局数を把握する

（Ｈ10）
環境基準不適合局数：
光化学オキシダント－６局、
浮遊粒子状物質-２局

環境基準不適合局数：
光化学オキシダント－４局

環境基準不適合局数：
光化学オキシダント－３局

環境基準不適合局数：
光化学オキシダント－３局
浮遊粒子状物質-２局

環境基準不適合局数：
光化学オキシダント－３局
浮遊粒子状物質-5局（短期的評
価5局・長期的評価1局）

環境基準不適合局数：
光化学オキシダント－３局

環境基準不適合局数：
光化学オキシダント－３局

環境基準不適合局数：
光化学オキシダント－３局

測定局数：窒素酸化物5、浮遊粒
子状物質5、オキシダント4、一酸
化炭素2
環境基準不適合局数：オキシダ
ント4

測定局数：窒素酸化物5、浮遊粒
子状物質5、オキシダント4、一酸
化炭素2
環境基準不適合局数：オキシダ
ント4

15 大気環境の保全
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ等有害大気
汚染物質濃度

有害大気汚染物質調査結
果より、調査項目別の環境
基準不適合有無を把握する

（Ｈ10）
環境基準不適合項目数：0 環境基準不適合項目数：0 環境基準不適合項目数：0 環境基準不適合項目数：0 環境基準不適合項目数：0 環境基準不適合項目数：0 環境基準不適合項目数：0 環境基準不適合項目数：0 環境基準不適合項目数：0 環境基準不適合項目数：0



番
号

基本施策 指標の内容 指標把握の考え方 計画策定時の実績 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

15 大気環境の保全 悪臭苦情件数 悪臭苦情の件数を把握する
（Ｈ10）
２３件 ３０件 ２８件 ２０件 １０件 １４件 １６件 ２５件 １６件 １５件

16 水環境の保全
水質汚濁物質濃
度

公共用水域水質調査結果
より、BODの調査地点数お
よび環境基準不適合地点
数を把握する

（Ｈ10）
河川環境（上の）基準ＢＯＤ
未達成地点数：　４地点

河川環境（上の）基準ＢＯＤ
未達成地点数：　５地点

河川環境（上の）基準ＢＯＤ
未達成地点数：　３地点

河川環境（上の）基準ＢＯＤ
未達成地点数：　６地点

河川環境（上の）基準ＢＯＤ
未達成地点数：　６地点

河川環境（上の）基準ＢＯＤ
未達成地点数：　４地点

河川環境（上の）基準ＢＯＤ
未達成地点数：　４地点

河川環境（上の）基準ＢＯＤ
未達成地点数：　７地点

河川環境（上の）基準ＢＯＤ
未達成地点数：　４地点

河川環境（上の）基準ＢＯＤ
未達成地点数：　６地点

16 水環境の保全
地下水水質汚濁
物質濃度

地下水概況調査結果より、
調査地点数および環境基準
不適合項目があった地点数
を把握する

（Ｈ10）
概況調査環境基準超過
地点数：　０

概況調査環境基準超過
地点数：　０

概況調査環境基準超過
地点数：　１

概況調査環境基準超過
地点数：　０

概況調査環境基準超過
地点数：　１

概況調査環境基準超過
地点数：　０

概況調査環境基準超過
地点数：　０

概況調査環境基準超過
地点数：　０

概況調査環境基準超過
地点数：　０

概況調査環境基準超過
地点数：　０

16 水環境の保全
生活排水処理施
設整備率

年度末の処理形態生活排
水処理状況をもとに市域の
生活排水処理施設整備率
を把握する

（Ｈ2）
７５．６％ ８４．３％ ８６．８％ ８７．６％ ８８．４％ ８６．４０％ ９１.６７％ ９２.７0% ９５.６１％ ９５.９３％

17 音環境の保全 環境騒音

環境騒音調査（一般地域）
結果より、調査地点数およ
び時間帯区分別の環境基
準不適合地点数を把握する

（Ｈ７）
道路に面しない地域：
９２地点/９７地点達成

（Ｈ6）
道路に面しない地域：昼間30％、
夜間5％が基準満足、
後背地で昼間80％、夜間35％が
基準満足

調査していない

道路に面しない地域
昼間100％、
夜間６４％が
基準満足

道路に面しない地域
昼間100％、
夜間８９％が
基準満足

道路に面しない地域
昼間100％、
夜間７８％が
基準満足

道路に面しない地域
昼間100％、
夜間８９%が
基準満足

道路に面しない地域
昼間100％、
夜間８９%が
基準満足

未実施

道路に面しない地域
昼間９１％、
夜間９１%が
基準満足

道路に面しない地域
昼間１００％、
夜間８８%が
基準満足

17 音環境の保全 騒音苦情件数 騒音苦情の件数を把握する
（Ｈ10）
総数１８２件中、騒音１８件

総数１８４件中、騒音２６件
総数２１９件中、騒音３６件 総数１８２件中、騒音２４件 総数２０４件中、騒音２８件 総数１８２件中、騒音２２件 総数１９８件中、騒音１８件 総数２５４件中、騒音２８件 総数３２４件中、騒音３６件 総数２３２件中、騒音２７件

18 土壌環境の保全
土壌汚染発生件
数

土壌汚染対策法に係る指
定基準を超過した件数を把
握する

（Ｈ10）　　０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件

19
廃棄物の適正処理
の推進

不法投棄廃棄物
処理量

不法投棄された家電４品目
の回収台数及び処理総重
量年間値を把握する

（把握していない） （同左） （同左）

家電４品目　　２６７台
（エアコン51・冷蔵庫48・洗濯機36・テレ

ビ132）

９，６３３㎏

家電４品目　　３１３台
（エアコン39・冷蔵庫57・洗濯機33・テレ

ビ184）

１２，８０７㎏

家電４品目　　４７０台
（エアコン44・冷蔵庫88・洗濯機107・テレ

ビ231）

１５，８８６㎏

家電４品目　　４３９台
（エアコン43・冷蔵庫94・洗濯機73・テレ

ビ229）

１７，８０８㎏

家電４品目　　３０６台
（エアコン23・冷蔵庫55・洗濯機40・テレ

ビ188）

１２，１８６㎏

家電４品目　　４５２台
（エアコン20・冷蔵庫104・洗濯機64・テレ

ビ264）

２０，３７６㎏

家電４品目　　５７３台
（エアコン14・冷蔵庫115・洗濯機100・テ

レビ344）

２５，１１８㎏

19
廃棄物の適正処理
の推進

不法投棄等苦情
件数

ごみコールセンターで受け
付けた不法投棄報告数を把
握する

（Ｈ１０）
不法投棄監視員報告件数：
　　　　　　　　　　　　　　１００件

不法投棄監視員報告件数：
　　　　　　　　　　　　　　１２３件

不法投棄監視員報告件数：
　　　　　　　　　　　　　　１０１件

不法投棄監視員報告件数：
　　　　　　　　　　　　　　１４５件

不法投棄監視員報告件数：
　　　　　　　　　　　　　　１５０件

不法投棄監視員報告件数：
　　　　　　　　　　　　　　　１６３件

不法投棄監視員報告件数：
　　　　　　　　　　　　　　１８８件

不法投棄監視員報告件数：
　　　　　　　　　　　　　　１９５件

ごみコールセンター受付不法投
棄報告数：
　　　　　　　　　　　　　　９０５件

ごみコールセンター受付不法投
棄報告数：
　　　　　　　　　　　　１，２１８件

20
その他の生活環境
の保全

その他の生活環
境苦情件数

典型7公害以外の公害苦情
件数(空地の適正管理とそ
れ以外別)を把握する

（Ｈ１０）
典型7公害以外　５件､
空き地（雑草等）８３件

典型７公害以外　２件､
空き地（雑草等）９０件、
電波障害１件

典型７公害以外　２件､
空き地（雑草等）９５件

典型７公害以外　０件、
空き地（雑草等）８５件

典型７公害以外　３件、
空き地（雑草等）１１１件

典型７公害以外　２件、
空き地（雑草等）　８０件

典型７公害以外　４件、
空き地（雑草等）　１１３件

典型７公害以外　４件、
空き地（雑草等）　１２３件

典型７公害以外　　　５件、
空き地（雑草等）　１８７件

典型７公害以外　　　８件、
空き地（雑草等）　１０４件

21 環境リスクの低減
環境汚染物質排
出・移動量

ＰＲＴＲ公表データから、大
津市内の届出事業数、排出
総量、移動総量の年間値を
把握する

（現在のところ把握していない） （同左） （同左）

排出・移動量
　届出数；56
　排出量；　115,810kg
　移動量；1,015,566kg
　合　計；1,131,376kg

排出・移動量
　届出数；63
　排出量；　124,998kg
　移動量；1,030,409kg
　合　計；1,155,408kg

排出・移動量
　届出数；85
　排出量；　106,704kg
　移動量；1,067,883kg
　合　計；1,174,587kg

排出・移動量
　届出数；78
　排出量；　94,242kg
　移動量；1,127,006kg
　合　計；1,221,248kg

排出・移動量
　届出数；77
　排出量；　98,286kg
　移動量；1,047,091kg
　合　計；1,145,377kg

排出・移動量
　届出数；78
　排出量； 109,784kg
　移動量；1,146,165kg
　合　計；1,255,949kg

集計中

22
安全性の高い土地
利用の推進

危険個所における
用途別土地利用
面積

県防災計画より、地すべり
の危険箇所面積および雪崩
危険箇所等の面積を把握す
る

●（Ｈ9）
地すべりの危険個所：
７１６．８５ｈａ
雪崩危険個所等の面積：
２７１．８３ｈａ
（県防災計画による）

調査していない 調査していない 調査していない

地すべりの危険個所：
７２８．６５ｈａ
雪崩危険個所等の面積：
２７１．８３ｈａ
（県防災計画による）

地すべりの危険個所：
７２８．６５ｈａ
雪崩危険個所等の面積：
２７１．８３ｈａ
（県防災計画による）

地すべりの危険個所：
７２８．６５ｈａ
雪崩危険個所等の面積：
２７１．８３ｈａ
（県防災計画による）

地すべりの危険個所：
７１６．８５ｈａ
雪崩危険個所等の面積：
２７１．８３ｈａ
（県防災計画による）

地すべりの危険個所：
９５６．５７ｈａ
雪崩危険個所等の面積：
２７１．８３ｈａ
（県防災計画による）

地すべりの危険個所：
９５６．５７ｈａ
雪崩危険個所等の面積：
２７１．８３ｈａ
（県防災計画による）

23
歴史文化の保全と
継承

有形・無形文化財
等指定数

国・県・市指定の有形文化
財数および無形文化財数を
把握する

（Ｈ11.3）
世界遺産         １件
有形文化財  ４０２件
無形文化財    ５７件
　　       合計４６０件

世界遺産         １件
有形文化財  ４０３件
無形文化財    ５７件
　　       合計４６1件

世界遺産          １件
有形文化財   ４０４件
無形文化財     ５８件
　　        合計４６３件

世界遺産         １件
有形文化財  ４０６件
無形文化財    ５８件
　　       合計４６５件

世界遺産         １件
有形文化財  ４０７件
無形文化財    ５８件
　　       合計４６６件

世界遺産         １件
有形文化財  ４１２件
無形文化財    ５８件
　      　 合計４７１件

世界遺産　　　 　　１件
有形文化財　　４２１件
無形文化財      ５９件
　　　　　　 合計４８１件

世界遺産　　　 　　１件
有形文化財　　４３３件
無形文化財      ６２件
　　　　　　 合計４９７件

世界遺産　　　 　　１件
有形文化財　　４３７件
無形文化財      ６２件
　　　　　　 合計５００件

世界遺産　　　 　　１件
有形文化財　　４４５件
無形文化財      ６２件
　　　　　　 合計５０８件



番
号

基本施策 指標の内容 指標把握の考え方 計画策定時の実績 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

24
水と緑のネットワー
ク

緑地面積

市街化区域内の地域制緑
地確保量（風致地区・自然
公園・保安林・農振農用地・
緑地協定・以前保護地区）
を把握する

（Ｈ8）　概ね900ｈａ 調査していない 調査していない 調査していない 　概ね900ha 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない

24
水と緑のネットワー
ク

人口一人あたりの
都市公園等の面
積

都市公園面積／人口より算
出する

（Ｈ11.4）　７．９㎡/人 約８．４㎡/人 約８．６㎡/人 約８．９７㎡/人 約９．０７㎡/人 約９．４０㎡/人 約９．７６㎡/人 約１０．０９㎡/人 約９．８４㎡/人 約９．７７㎡/人

25 景観の形成
景観に関する市民
意識

アンケート調査により把握
する

（Ｈ6）
｢古いまちなみ自然などの景観
が変わっていない｣について
そう思う　　　　　　　　　13.1％
ややそう思う　　　　　　28.9％
あまりそう思わない　　34.2％
そう思わない　　　　　　20.3％

｢古いまちなみや自然などの景観
が残っている｣について
そう思う22.0％、ややそう思う
38.3％、あまりそう思わない
23.4％、そう思わない10.9％

｢まちなみや建築物はまわりの自
然や景観と調和している｣につい
て
そう思う13.9％、ややそう思う
39.3％、あまりそう思わない
34.3％、そう思わない8.5％

調査していない 調査していない

「大津市全体の景観を魅力的だ
と感じるか」について
とても魅力的である　32.3％
やや魅力的である　　42.1％
どちらともいえない　　14.5％
あまり魅力的でない　　7.6％
魅力的でない　　　　　　2.1％

調査していない 調査していない

｢古いまちなみや自然などの景観
が残っている｣について
そう思う22.1％、ややそう思う
38.5％、あまりそう思わない
25.0％、そう思わない10.7％

｢まちなみや建築物はまわりの自
然や景観と調和している｣につい
て
そう思う12.2％、ややそう思う
38.5％、あまりそう思わない
37.4％、そう思わない9.1％

調査していない 調査していない

26 美化の推進
美化活動によるご
み処分量

琵琶湖一斉清掃および定期
的な自治会清掃に係るごみ
の市回収量年間値を把握す
る

（現在のところ把握していない） （同左）
把握できている搬入量
（琵琶湖一斉清掃９９０ｔ
年間定期的な自治会清掃１７３ｔ）

把握できている搬入量
（琵琶湖一斉清掃９１６ｔ
年間定期的な自治会清掃２１３ｔ）

把握できている搬入量
（琵琶湖一斉清掃９４６ｔ
年間定期的な自治会清掃２６１ｔ）

把握できている搬入量
（琵琶湖一斉清掃　６３４ｔ
年間定期的な自治会清掃　２７４ｔ）

把握できている搬入量
（琵琶湖一斉清掃　５１０ｔ
年間定期的な自治会清掃　２３１ｔ）

把握できている搬入量
（琵琶湖一斉清掃　５９７ｔ
年間定期的な自治会清掃　２２０ｔ）

把握できている搬入量
（琵琶湖一斉清掃　６３５ｔ
年間定期的な自治会清掃　２３６ｔ）

把握できている搬入量
（琵琶湖一斉清掃　６６７ｔ
年間定期的な自治会清掃　２１０ｔ）

26 美化の推進
美観に関する市民
意識

アンケート調査により把握
する

（Ｈ６）
「あき缶などのごみがなく、きれ
いである」について
そう思う10.5％、ややそう思う
31.9％、あまりそう思わない
36.2％、そう思わない17.8％

「あき缶などのごみが散乱してお
らず、まちがきれいである」につい
て
そう思う11.6％、ややそう思う
40.0％、あまりそう思わない
33.7％、そう思わない11.4％、不
明・無回答3.3％

調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない

「ごみのポイ捨てなどがなく、まち
がきれいだ」について
そう思う　　　　　　　８.７%
ややそう思う　　　３６.３%
あまりそう思わない　３７.６%
そう思わない　　　１４.８%

調査していない 調査していない

27 光・音・風の活用
快い光、音、風等
の資源数

『かんきょう宝箱』に掲載さ
れている光、音、風に関する
資源数を把握する

（Ｈ１１．４）
１４件 １４件 １４件 １４件 １４件 １４件 １４件 １４件 ２６件 ２６件

28
市街地のオープンス
ペースの確保

市街地内オープン
スペース率

都市計画基礎調査結果か
ら（空間地計＋水面＋道路
＋鉄道敷＋公園・緑地）／
市街化区域面積＊100より
算出する

（Ｈ２）　　５０．１％
（Ｈ７）　　４５．４％

調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査していない 調査してない ４４．７％ 調査していない

29 環境文化の創造
地域文化学習開
催数及び参加者
数

各公民館が関与している環
境学習の実施事業数および
参加人数の合計を把握する

（現在のところ把握していない） ７事業、７０６人 ５事業、２，０７２人 ２４事業、４，６３９人 １７事業、１，４３８人 １９事業、９１８人 ２６事業、２，０５６人 ３１事業、２，７９４人 ２１事業、８０７人 ３０事業、８６７人

30
子どもの遊び環境の
確保

子どもの活動支援
施設利用者数

葛川森林キャンプ場、葛川
少年自然の家、児童館、水
泳場、ふれあいのもり、自然
観察の森、田上教育キャン
プ場、桐生若人の広場、比
良げんき村の年間利用者数
について把握する

（現在のところ把握していない）

葛川森林キャンプ場   10,633人
葛川少年自然の家　　27,115人
児童館                     81,045人
真野水泳場               23,120人
ふれあいのもり          18,288人
田上教育キャンプ場     1,587人
桐生若人の広場        　3,845人
合　　　計            １６５，６３３人

葛川森林キャンプ場   11,540人
葛川少年自然の家　　27,041人
児童館                     81,967人
真野水泳場               28,500人
ふれあいのもり          13,720人
田上教育キャンプ場     1,629人
桐生若人の広場        　3,808人
合　　　計            １６８，２０５人

葛川森林キャンプ場   11,533人
葛川少年自然の家　　25,548人
児童館                     85,187人
真野水泳場               21,090人
ふれあいのもり          11,433人
田上教育キャンプ場        955人
桐生若人の広場        　2,619人
合　　　計            １５８，３６５人

葛川森林キャンプ場   11,589人
葛川少年自然の家　　26,866人
児童館                     88,284人
真野水泳場               31,390人
ふれあいのもり          14,575人
田上教育キャンプ場     1,582人
桐生若人の広場        　2,505人
合　　　計            １７６，７９１人

葛川森林キャンプ場     9,185人
葛川少年自然の家　　24,669人
児童館                     99,869人
真野水泳場               18,242人
ふれあいのもり          16,436人
田上教育キャンプ場     1,339人
桐生若人の広場        　2,696人
合　　　計            １７２，４３６人

葛川森林キャンプ場     9,090人
葛川少年自然の家　　22,261人
児童館                   106,159人
真野水泳場               18,170人
ふれあいのもり          15,345人
田上教育キャンプ場        972人
桐生若人の広場        　3,451人
合　　　計            １７５，４４８人

葛川森林キャンプ場     9,420人
葛川少年自然の家　　22,720人
児童館                   103,870人
真野水泳場               19,001人
ふれあいのもり          14,214人
田上教育キャンプ場        764人
桐生若人の広場        　4,271人
合　　　計            １７４，２６０人

葛川森林キャンプ場     9,186人
葛川少年自然の家　　23,733人
児童館                   119,397人
真野水泳場               16,400人
ふれあいのもり          12,116人
田上教育キャンプ場        624人
桐生若人の広場        　3,542人
比良げんき村              6,042人
合　　　計            １９１，０４０人

葛川森林キャンプ場     9,455人
葛川少年自然の家　　25,552人
児童館                   115,236人
真野水泳場               23,200人
ふれあいのもり          13,196人
田上教育キャンプ場        556人
桐生若人の広場        　3,294人
比良げんき村              6,754人
合　　　計            １９７，２４３人

30
子どもの遊び環境の
確保

児童遊園地の数
及び面積

児童遊園地の総数及び総
面積を把握する

（Ｈ１０）
児童遊園地 ４０２ヶ所
総面積  １４５,６７４㎡

児童遊園地 ４２２ヶ所
総面積  １４９,９３３㎡

児童遊園地 ４３６ヶ所
総面積  １５４,９６６㎡

児童遊園地 ４４８ヶ所
総面積  １５７,０７５㎡

児童遊園地 ４５８ヶ所
総面積  １６０,２６５㎡

児童遊園地 ４６３ヶ所
総面積  １６０,８７８㎡

児童遊園地 ４６６ヶ所
総面積  １６１,２８８㎡

児童遊園地 ４８５ヶ所
総面積  １６７,１３２㎡

児童遊園地 ４９２ヶ所
総面積  １６８,３７６㎡

児童遊園地　５０５ヶ所
総面積１６９,４４１㎡

31
人と環境との関わり
の育成

地域における環境
保全活動参加者
数

各公民館が関与している環
境保全活動（清掃等）の実
施事業数および参加人数の
合計を把握する

（現在のところ把握していない） ６事業、９５８人 ７事業、９８３人 １０事業３，８２２人 １１事業４，６２１人 １３事業　 ９,６３６人 １１事業 　７,５６１人 ９事業 　３,２３８人 17事業　６，５０５人 11事業　４，０１５人

32
環境学習・教育の推
進

環境学習開催数
及び参加者数

庁内関係課実施の環境学
習開催数及び延べ参加者
数を把握する

「おおつ環境塾」塾生１００名
「おおつ歩き隊」塾生２０９名

「おおつ環境塾」塾生１２０名
「おおつ歩き隊」塾生２３０名

｢環境講座｣３００人
｢事業者向け講座｣５０人

｢環境講座｣１０２名
｢環境講座｣１８５人
｢事業者向け講座」３９人

｢環境講座｣　５回のべ１１７人
｢事業者向け講座｣　　　４６人

｢環境講座｣　５回のべ１２７人
｢事業者向け講座｣　　　４０人

「環境サポーター研修会」
　　　　　　　　１回　　１８名

「環境サポーター研修会」
　　　　　　　　１回　　２６名

「環境サポーター研修会」
　　　　　　　　１回　　３３名



番
号

基本施策 指標の内容 指標把握の考え方 計画策定時の実績 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

33
環境情報の整備と
提供

環境資源情報数
『かんきょう宝箱』への登録
情報総数を把握する

（Ｈ9)　　約３,０００件 （同左） （同左） （同左） （同左） （同左）
情報の見直しを実施し、情報数は
２,５８２件となったが、新規登録
が１９件あり、２,６０４件となった。

新規登録　１０件
合　計　　２,６１４件

総数　２，６１４件 総数　２，６１４件

33
環境情報の整備と
提供

「大津かんきょう宝
箱」アクセス数

「大津かんきょう宝箱」への
年間アクセス件数を把握す
る

（Ｈ９）
インターネット「大津かんきょう宝
箱」へのアクセス数：
約３，５００件／年

インターネット「大津かんきょう宝箱」
へのアクセス数：
　　　　　　　　約８，３９０件／年

インターネット「大津かんきょう宝箱」
へのアクセス数：
　　　　　　　　約１２，１６５件／年

インターネット「大津かんきょう宝箱」
へのアクセス数：
　　　　　　　　約２０，９５６件／年

インターネット「大津かんきょう宝箱」
へのアクセス数：
　　　　　　　　約１５,３１３件／年

インターネット「大津かんきょう宝箱」
へのアクセス数：
　　　　　　　　１２,３３９件／年

インターネット「大津かんきょう宝箱」
へのアクセス数：
　　　　　　　　１００,４５７件／年

インターネット「大津かんきょう宝箱」
へのアクセス数：
　　　　　　　　１８０,４０２件／年

インターネット「大津かんきょう宝箱」
へのアクセス数：
　　　　　　　　１６０，５８８件／年

インターネット「大津かんきょう宝箱」
へのアクセス数：
　　　　　　　　２４４，９８０件／年

34
環境保全活動の推
進

環境保全活動団
体数及び会員数

市民活動センターに登録さ
れている団体のうち活動分
野が「環境の保全」の数を
把握する
おおつ環境フォーラム会員
数を把握する　※

（現在のところ把握していない） （同左） （同左）
おおつ環境フォーラム：
　　　会員数２２６人・団体

おおつ環境フォーラム：
　　　会員数２７０人・団体

おおつ環境フォーラム：
　　　会員数３０７人・団体

おおつ環境フォーラム：
　　　会員数３１１人・団体

おおつ環境フォーラム：
　　　会員数３０５人・団体

市民活動ｾﾝﾀｰ登録団体のうち活
動分野が「環境保全」：２４団体
おおつ環境フォーラム：
　　　会員数２７３人・団体

市民活動ｾﾝﾀｰ登録団体のうち活
動分野が「環境保全」：３２団体
おおつ環境フォーラム：
　　　会員数２５７人・団体

34
環境保全活動の推
進

環境学習サポー
ター登録者数

環境学習サポーター制度登
録者総数を把握する

（現在のところ把握していない） （同左） ４５名 ５0名 ５０名 ５1名 ４４名 ５７名 ７３名 ６５名

35
環境保全型行政の
創造

市が消費する資
源・エネルギーの
量

公用車に係る燃料使用量
(ガソリン及び軽油)、電気使
用量、上水使用量、ガス使
用量、用紙購入量それぞれ
の年間値を把握する

（Ｈ９）
公用車から排出されるＣＯ２排出量：
２９１，２９７ｋｇＣ、
電気使用量：５６，９２６，９４２ｋWｈ

上水使用量：１，１１０，２５７ｍ3

ガス使用量：１，０８１，５１１ｍ3

用紙類購入量：３３，８６８，０００枚
文房具類購入量：３７，９５９，７８６円

公用車から排出されるＣＯ２排出量：
２７７，５３９ｋｇＣ、
電気使用量：５６，９２６，８６３ｋWｈ

上水使用量：９２８，２３０ｍ3

ガス使用量：１，１１０，３４６ｍ3

用紙類購入量：２８，８０２，１００枚
文房具類購入量：２９，９０５，１０６円

公用車から排出されるＣＯ２排出量：
２７１，４４１ｋｇＣ、
電気使用量：５５，１９２，４９４ｋWｈ
上水使用量：８３８，７８５?
ガス使用量：１，１０６，９１５?
用紙類購入量：２９，７０１，７００枚
文房具類購入量：１９，１９６，７７８円

公用車にかかる燃料使用量（ガソリン＋
軽油）
384,432Ｌ【ＣＯ2換算：264,441㎏ｃ】、
電気使用量74,387,748ｋＷｈ、

上水使用量1,171,800ｍ3、

ガス使用量2,965,312ｍ3、
用紙購入量33,275,300枚

※平成13年度から電気・上水・ガスにつ
いては新施設〔市民病院・下阪本市民セ
ンター〕ダイオキシン工事中の〔環境美化
センター〕を加えた数字とする。用紙購入
量については、市民病院、企業局を加え
る

公用車にかかる燃料使用量（ガソリン＋
軽油）
377,941Ｌ、
電気使用量73,808,582ｋＷｈ、

上水使用量1,105,944ｍ3、

ガス使用量2,779,511ｍ3、
用紙購入量35,081,400枚

公用車にかかる燃料使用量（ガソリン＋
軽油）
363,289Ｌ、
電気使用量 73,512,284ｋＷｈ、

上水使用量 1,051,401ｍ3、

ガス使用量  2,658,873ｍ3、
用紙購入量 35,556,400枚

公用車にかかる燃料使用量（ガソリン＋
軽油）
352,166Ｌ、
電気使用量 74,808,821ｋＷｈ、

上水使用量 1,069,601ｍ3、

ガス使用量  3,101,146ｍ3、
用紙購入量 35,697,200枚

公用車にかかる燃料使用量（ガソリン＋
軽油）
343,184Ｌ、
電気使用量 76,820,363ｋＷｈ、

上水使用量 1,087,972ｍ3、

ガス使用量  3,032,596ｍ3、
用紙購入量 38,672,225枚

公用車にかかる燃料使用量（ガソリン＋
軽油）
378,386Ｌ、
電気使用量 88,760,399ｋＷｈ、

上水使用量 1,245,851ｍ3、

ガス使用量  3,200,716ｍ3、
用紙購入量 41,820,603枚

公用車にかかる燃料使用量（ガソリン＋
軽油）
363,019Ｌ、
電気使用量 87,865,419ｋＷｈ、

上水使用量 1,274,099ｍ3、

ガス使用量  3,354,318ｍ3、
用紙購入量 40,924,523枚

35
環境保全型行政の
創造

市のごみ排出量
市本庁舎から排出する燃や
せるごみの総量の年間値を
把握する

（Ｈ９）　　ごみ量：１６５ｔ １４２ｔ ４３ｔ ３８t ４０ｔ ３５t ４２t ４５t ４１t ３８t

35
環境保全型行政の
創造

市の環境配慮物
品購入率

文房具類・紙類の環境にや
さしい物品単価契約率を把
握する

（Ｈ10）
文房具類：３６．８％、
紙類：２２．０％

文房具類：６７．７％、
紙類：１６．１％

文房具類：６９．０％、
紙類：９７．１％

文房具類：８４．９％、
紙類：９８．４％

文房具類：８７.７％、
紙類：１００％

文房具類：８７.９％、
紙類：９６.２％

文房具類：８９.９％、
紙類：９６.２％

文房具類：８９.１％、
紙類：９４.８％

文房具類：９０．２％、
紙類：９５.０％

文房具類：９１．３％、
紙類：９５.０％


